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治
タイプライタ
親権者指定

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方及び未成年者の戸籍謄本１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
タナカ　タロウ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
山田　花子

治
タイプライタ
ヤマダ　花子

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
公務員

治
タイプライタ
相

手

方
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治
タイプライタ
当事者間の長女香織（未成年者）の親権者を申立人（父）に指定するとの調停
を求める。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日婚姻し、同＊＊年＊＊月＊
＊日に協議離婚した。未成年者は、本年＊＊月＊＊日に出生し、相手方が養
育中である。
２　申立人と相手方の間では、離婚の協議の際、離婚後に生まれてくる子は
申立人が親権者となって養育するという話になっていたが、未成年者が生ま
れた後に相手方に親権者指定のための署名押印をもらいに行ったところ、相
手方は「私が子供の親権者となって育てたい。離婚時の約束を反故にしても
らいたい。」と言い、親権者指定についての協議ができない。
３　申立人は、実母の協力を得て未成年者を養育する準備をし、経済的にも
安定していることから、申立人が養育することが、未成年者の将来のために
もよいと考えられるので、親権者指定の申立をする。




